
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2000年　1月　1日 ～ 2020年　　12月　31日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 伊藤　良平 所属
大学院医学研究科歯科口
腔外科学講座

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 0172－33－5111　 FAX 　　　　－　　　　－

　データは匿名化（氏名等を削除し，この研究のための識別符号を付与）
され，慎重に取り扱われます。また，対応表については本院の研究責任
者である伊藤良平と、その他一部の関係者以外アクセスできないパソコン
中に保管・管理します。

大学院医学研究科歯科口腔外科学講座　助教　伊藤　良平

　対象患者さまの手術前後の体重、身長、バイタルサイン、採血検査結果
等の情報を使用し、その変化を統計学的に検討します。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

上下顎骨移動術における希釈式自己血輸血の有用性の後ろ向き研究

弘前大学医学部附属病院で顎変形症に対する上下顎骨移動術を受けた
患者を対象とする

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

歯科口腔外科

　顎変形症に対する顎矯正手術は全身状態の良好な若年者を対象とした
手術であり、手術による全身への悪影響は最小限にとどめる必要があり
ます。　上下顎骨移動術における希釈式自己血輸血の有用性を検討し、
同手術のリスクを減らした周術期管理の方法を確立する意義があります。

　上下顎骨移動術における手術前後の出血や貧血状態などのデータの
変化を分析することで希釈式自己血輸血の有用性を検討することを目的
とします。

　利益相反状態にある企業・団体はありません。

なし


